
 

 

 

 

 

 

 

  はい いいえ 

１ 家事や育児は、女性の方が向いている。 

  

２ 男性は、結婚したら一家の経済的負担を負うべきだ。 

  

３ 
「主人」「旦那」「家内」「嫁」という言葉に、抵抗を感

じない。 

  

４ 
夫婦の意見が合わないときは、夫の意見が優先されるべ

きだ。 

  

５ 
家庭を持っている男性が、洗濯をしたりスーパーで買い

物をしたりしている姿を見ると、気の毒に思ってしまう。 

  

６ 
子どもは、女の子なら優しくかわいらしく、男の子なら

強くたくましく育ってほしい。 

  

７ 
家事の手伝いは娘にさせてしまう。または、息子が家事

を手伝わなくても気にならない。 

  

８ 子どもが小さいうちは、母親が側にいるべきだ。 

  

９ 
共働きでも、子どもが病気のときは母親が看病した方が

よい。 

  

10 
法事など、親戚の集まりでは女性が準備するのが当たり

前だ。 

  

ジェンダーチェックシート 

【家庭・家族編】 

ジェンダーとは、「男はこうあるべき」「女はこうあるべき」というように、 

社会通念や習慣・文化によって作り出された男性と女性の役割や違いのことです。 

 

性別にとらわれず自分らしさを生かし、お互いを尊重し合うために、 

あなたのジェンダーに対する考えや行動をチェックしてみましょう。 
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「いいえ」の数が ８～10個 

 性別にこだわらず、自分らしい生き方ができる自立した家族ですね。家族全

員が協力し、尊重し合いながら、男女平等な関係が築かれているのではないで

しょうか。あなたのジェンダーにとらわれない考え方を周りにも波及させ

て、快適な生活の場を広げていきましょう。 

「いいえ」の数が ０～４個 

 男性優位な家庭を築いているようです。性別役割が固定された家庭で、ひ

とりひとりが「自分らしい」生き方ができていますか？「男は仕事、女は家

庭」という古い常識を、少し疑ってみましょう。 

「いいえ」の数が ５～７個 

 家庭での男女の性差や役割分担について、まだ少しこだわりがあるよう

ですね。また、上下関係はないつもりでも、まだまだ男性優位になっている

ことが多いようです。意識と行動を見直していきましょう。 

判定結果【家庭・家族編】 

～「いいえ」の数はいくつありましたか？～ 
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